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あまくさ

市議会だより

天草が２年ぶりに
銀世界に

　１月10日から12日にかけて
天草市は大雪に見舞われ、平
地でも２年ぶりとなる積雪が
ありました。

主な内容
●小中学校等にエアコンを設置へ ……… Ｐ２～３
●補正予算 ………………………………… Ｐ６
●議員力の向上を目指して ……………… Ｐ13
●政務活動報告 …………………………… Ｐ14～15

　
私
は
、た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
り
、

活
気
み
な
ぎ
る
天
草
市
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
、「
ど
ん
な
天
草
だ
っ
た
ら

住
み
た
く
な
る
か
」
を
考
え
て
み
ま

し
た
。
そ
こ
で
思
っ
た
の
は
、「
天

草
に
は
職
が
少
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
若
い
人
た
ち
は
職
を
求
め
て

都
会
の
方
へ
と
移
住
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
最
近
は
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
若
者
の
人
口
は
減
少
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
だ
か
ら
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
職
を
増
や
し
、
市
民
が
活

気
づ
く
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
天
草
市
は
自
然
が
と
て
も
き
れ
い

で
、優
し
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
ん
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
は
他

に
あ
り
ま
せ
ん
。
成
長
の
場
と
し
て

は
最
適
な
天
草
で
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
が
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
天
草
市
全
体
で
行
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
み
ん

な
が
安
心
し
て
楽

し
く
生
活
で
き
る

元
気
あ
る
天
草
市

に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

天草市立稜南中学校
２年  吉田 侑平 さん

　昨
年
12
月
に
開
局
し
た『
あ
ま
く
さ
シ
テ
ィ

エ
フ
エ
ム

　み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
』。
市
民
の
皆

様
に
愛
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
局
を
目
指
し
身
近
な

ニ
ュ
ー
ス
や
お
天
気
、
交
通
情
報
な
ど
の
情

報
発
信
を
は
じ
め
、
天
草
を
訪
れ
た
方
へ
の

観
光
情
報
の
発
信
な
ど
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　先
日
、
み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
の
「
花
咲
実
の

幸
せ
の
カ
フ
ェ
め
い
ど
サ
ロ
ン
」と
い
う
コ
ー

ナ
ー
に
市
議
会
議
員
の
声
を
市
民
の
皆
様
に

と
の
呼
び
か
け
が
あ
り
出
演
致
し
ま
し
た
。

　市
・
市
議
会
・
市
民
の
距
離
を
縮
め
三
位

一
体
と
な
っ
て
天
草
市
の
向
上
を
目
指
す
中
、

私
た
ち
の
初
め
て
の
挑
戦
は
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。「
収
録
後
の
雑
談
の
方
が
す
ご

く
よ
か
っ
た
」
と
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
お

言
葉
に
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
市
民
の
皆

様
に
私
た
ち
の
思
い
も
伝
え
る
べ
く
何
度
で

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　い
ず
れ
に
せ
よ
『
み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
』
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通
じ
て
市
民
が
一
つ

に
な
り
天
草
市
を
一
歩
で
も
前
に
進
め
て
い

く
こ
と
を
願
い
応
援
し
て
参
り
ま
す
。

下
田

　昇
一
郎

柴
田

　誠

副
委
員
長 

蓮
池

　良
正

委
員
長  

濱
洲

　大
心

宮
下
幸
一
郎

下
田
昇
一
郎

天草市議会広報広聴委員会

　
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
天
草
市

は
、
綺
麗
な
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
自

然
豊
か
な
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
タ
コ
や
車
エ
ビ
な
ど
の
お
い
し

い
海
産
物
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

す
﨑
津
集
落
や
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
体
験
等
、
た
く
さ
ん
の
観
光
資
源

が
天
草
に
は
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
天
草
へ
通
じ
る
交
通
が

不
便
な
た
め
、
天
草
へ
気
軽
に
来
る

こ
と
が
難
し
い
現
状
で
す
。そ
こ
で
、

私
は
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
、
み
ん
な
が
使
い
た
い
と

思
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
先
日
は
サ
ン
タ
の
コ
ス
プ
レ
を

し
て
搭
乗
し
た
人
は
料
金
が
安
く
な

る
と
い
う
「
サ
ン
タ
コ
ス
割
」
が
行

わ
れ
て
い
た
と
知
り
、
と
て
も
お
も

し
ろ
い
取
り
組
み
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
冬
季
以
外
に
も
様
々
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
あ
れ
ば
、
天
草
エ
ア
ラ
イ

ン
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
、
利
用
者
も
増
加
す
る
と
思
い
ま

す
。
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
を
熊
本
県
、

九
州
、
日
本
全
国

に
広
め
る
こ
と

で
、
天
草
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
天
草
の
観
光

の
発
展
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

天草市立本渡中学校
２年  森  さわ さん

2018年２月号
第23号

天 草 の 未 来 を 担 う 子 ど も た ち か ら の

メ ッ セ ー ジ

あ
ま
く
さ
市
議
会
だ
よ
り
第
23
号  

2
0
1
８
年
２
月
号

発
行
：
天
草
市
議
会

編
集
：
天
草
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会  

熊
本
県
天
草
市
五
和
町
御
領
6
6
9
2
番
地
1

　

☎
0
9
6
9
‐
3
2
‐
9
1
0
0

１月12日の牛深町のようす 



あまくさ市議会だより 3 あまくさ市議会だより 2

　
平
成
29
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
12
月
13

日
の
予
算
決
算
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
や
公
立

幼
稚
園
の
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
関
す
る
設
計
業

務
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
平
成
31
年
度
ま
で
に
全

教
室
等
に
設
置
さ
れ
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

エ
ア
コ
ン
設
置
設
計
業
務
委
託
料
を

含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

TOPIC

01
平成29年
第４回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

今回の議案等は42件
※議案一覧は７ページに掲載。

●承認 ……………  １件
●条例 ……………  11件
●その他 …………  ４件
●予算 ……………  21件
●人事 ……………  ３件
●議員提出 ………  ２件

小
・
中
学
校
等
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
へ
!!

　平成 29年 第 ４ 回 定 例 会 は、
12月５日㈫から12月22日㈮の
18日間の会期で行いました。
　条例の改正や補正予算などの
議案が提出され、慎重審議の結
果、すべて原案どおり可決・同
意しました。
　今号では、この中から５件を
詳しく紹介します。

TOPICS

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
エ
ア
コ
ン
設
置
を
行
う
た
め

の
設
計
業
務
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
市
内
の
公
立

幼
稚
園
３
園
の
保
育
室
や
遊
戯
室
の
17
室
、
小
学
校
17
校

の
教
室
や
特
別
教
室
の
２
１
６
室
、
中
学
校
13
校
の
教
室

や
特
別
教
室
の
１
８
２
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
た
め

の
設
計
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
来
年
度
か
ら
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
が
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
が
心
地
よ
く
、
ま
た
意
欲
的

に
学
習
に
取
り
組
め
る
環
境
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

質
疑
内
容

Q 

今
後
の
事
業
の
予
定
は
。

A 

今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
設
計
を
行
い
、
来
年

度
に
は
幼
稚
園
と
中
学
校
で
設
置
工
事
を
実
施
。
31
年
度

に
小
学
校
で
設
置
工
事
を
行
う
。

Q 

総
事
業
費
は
ど
の
ぐ
ら
い
に
な
る
か
。

A 

今
回
の
設
計
業
務
委
託
料
で
約
３
，５
０
５
万
円
、
来

年
度
の
中
学
校
、
幼
稚
園
の
工
事
費
と
し
て
約
３
億
８
，

１
９
０
万
円
、
31
年
度
の
小
学
校
の
工
事
費
と
し
て
約
４

億
９
，１
８
０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
を
合
計

し
た
総
事
業
費
は
約
９
億
８
７
５
万
円
と
な
る
見
込
み
。

Q 

使
用
料
は
ど
こ
が
負
担
す
る
の
か
。

A 

使
用
料
に
つ
い
て
は
す
べ
て
市
で
負
担
し
、
保
護
者

等
に
負
担
は
求
め
な
い
。

Q 

エ
ア
コ
ン
の
方
式
は
電
気
か
、
ガ
ス
か
。

A 

今
回
行
う
設
計
の
中
で
電
気
方
式
が
い
い
の
か
ガ
ス

方
式
が
い
い
の
か
調
査
業
務
も
含
め
て
委
託
し
、
よ
り
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
方
式
を
学
校
ご
と
に
採
用
し
て
い
く
。

Q 

エ
ア
コ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
夏
休
み
や
冬

休
み
を
短
縮
す
る
と
い
う
構
想
は
あ
る
か
。

A 

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

天草市議会

　
議
会
で
は
、
気
温
が
年
々
上
昇
し
て
い
る
現
状
や
子
ど

も
た
ち
の
快
適
な
学
習
環
境
確
保
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま

で
一
般
質
問
等
で
、
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
強
く
要

望
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
９
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、

市
長
か
ら
設
置
に
取
り
組
む
と
の
発
言
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
が
実
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※

小
・
中
学
校
等
の
エ
ア
コ
ン
設
置
以
外
の
補
正
予
算
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、６
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る

学
習
環
境
を

設置内容 設計業務
委託金額

工事予定金額
（概算） 設置時期

幼稚園空調
設備設置

３園
17室

203万5千円 3,790万円 平成30年度

小学校空調
設備設置

17校
216室

1,998万円 4億9,180万3千円 平成31年度

中学校空調
設備設置

13校
182室

1,303万6千円 3億4,400万円 平成30年度

合　計
33校（園）

415室
3,505万1千円 8億7,370万3千円
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TOPIC

02
温
室
ハ
ウ
ス
払
い
下
げ
の
た
め

天
草
市
新
和
育
苗
施
設
を

廃
止

 

内
　容

　
天
草
市
新
和
育
苗
施
設
は
、
花
き
農

家
の
育
成
と
産
地
化
を
図
る
た
め
平
成

６
年
に
供
用
開
始
さ
れ
た
も
の
で
、
平

成
14
年
度
ま
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
平

成
22
年
度
か
ら
は
合
宿
誘
致
設
備
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
は
利
用
実
績
が
な
い

状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
地
元
農
業
関
係

者
か
ら
温
室
ハ
ウ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

相
談
が
あ
り
、
温
室
ハ
ウ
ス
の
構
造
材

に
つ
い
て
払
い
下
げ
を
行
う
た
め
条
例

を
廃
止
し
ま
し
た
。

 

質
疑
内
容

Q 

払
い
下
げ
を
行
う
価
格
は
。

A 

施
設
の
残
存
価
格
か
ら
解
体
費
用

を
引
い
た
額
で
払
い
下
げ
を
行
う
が
、

耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
お
り
解
体
費
用
を

差
し
引
く
と
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
こ
と
か

ら
、
払
い
下
げ
価
格
は
０
円
に
な
る
。

Q 

温
室
ハ
ウ
ス
を
現
在
の
場
所
で
使

用
す
る
場
合
の
賃
借
料
と
賃
借
期
間

は
。

A 

現
在
の
場
所
は
市
の
土
地
で
あ
る

た
め
、
年
間
１
万
円
程
度
の
賃
借
料
が

必
要
で
あ
り
、
期
間
に
つ
い
て
は
特
に

設
け
ず
１
年
更
新
の
契
約
と
し
た
い
。

Q 

払
い
下
げ
を
行
う
条
件
は
。

A 
公
売
の
入
札
に
お
い
て
、
農
業
用

の
施
設
と
し
て
使
用
す
る
と
い
う
条
件

を
付
す
。

TOPIC

03
人
権
擁
護
委
員
の

人
事
案
件
３
件
に
同
意

TOPIC

04
非
常
勤
職
員
の

報
酬
額
を
見
直
し

 

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
、

介
護
保
険
要
介
護
認
定
訪
問
調
査
員
、

幼
稚
園
補
助
教
員
、
保
育
士
嘱
託
員
に

つ
い
て
、
他
市
の
状
況
や
本
市
の
実
情

に
合
わ
せ
報
酬
額
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
公
務
災
害
補
償
等
審
査

会
委
員
の
区
分
を
追
加
し
報
酬
額
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

TOPIC

あ
ま
く
さ
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム

保
育
士
嘱
託
員
な
ど

TOPIC

05
天
草
本
渡
斎
場
の

指
定
管
理
者
を
指
定

 

指
定
管
理
を
行
う
施
設

施
設
名
　
天
草
市
営
天
草
本
渡
斎
場

所
在
地
　
天
草
市
本
町
下
河
内

種
　類
　
火
葬
場

 

指
定
管
理
の
概
要

指
定
管
理
者
名
　
有
限
会
社
光
正
社

指
定
管
理
期
間
　
平
成
30
年
４
月
１
日

〜
平
成
33
年
３
月
31
日（
３
年
間
）

指
定
管
理
料
　
４
，２
５
９
万
３
千
円

（
３
年
間
） 平

成
30
年
４
月
か
ら
の

み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
で

議
会
の
傍
聴
を
呼
び
か
け

　
天
草
市
議
会
で
は
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
広
報
広
聴
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
こ
れ
ま
で
は
主
に
議
会
だ
よ

り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
多
様
な
手
段
の
活
用
が
有

議会
改革

委　員　名
人権擁護委員
人権擁護委員
人権擁護委員

氏　　名
貴田　英広
靏濱つづき
松﨑　　髙

住　所
御所浦町
栖本町
天草町

新任・再任
新任
再任
新任

▲払い下げを行う温室ハウス
▲天草本渡斎場

▲ラジオ出演のようす（右端が濱洲委員長）

▲倉岳小学校での人権の花運動

 

内
　容

　
人
権
擁
護
委
員

の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求

め
る
議
案
３
件
が

提
出
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
同
意
し
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員

と
は

　
活
動
内
容
は
、

法
務
局
と
連
携

し
、
地
域
の
み
な

さ
ん
か
ら
人
権
相

談
を
受
け
、
解
決

に
向
け
た
支
援
や
、
人
権
侵
害
の
被
害

者
救
済
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
人
権
に

関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
の

街
頭
啓
発
活
動
、管
内
施
設
や
保
育
園
、

小
学
校
、
企
業
な
ど
を
訪
問
し
実
施
す

る
人
権
研
修
で
す
。

　
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
の
中
に
は
、

花
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り「
命
の
大
切

さ
」「
相
手
を
思
い
や
る
心
」を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
度
小
学
校
を

１
校
選
定
し
実
施
す
る『
人
権
の
花
運

動
』や
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た『
全
国

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
』の
選
定
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
か
ら『
子

ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
』で

届
け
ら
れ
た
手
紙
に
応
じ
、寄
り
添
い
、

子
ど
も
た
ち
の
声
を
救
済
に
結
び
付
け

る
活
動
も
あ
り
ま
す
。

平成29年 第４回定例会こんなことを話し合い決めましたTOPICS

効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
開
局
間

も
な
い「
あ
ま
く
さ
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム

み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
」に
濱
洲
広
報
広
聴

委
員
長
が
出
演
し
、
議
会
の
Ｐ
Ｒ
と
傍

聴
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
天
草
市
議
会
で
は
、
今
後
も
同
ラ
ジ

オ
を
と
お
し
て
、
様
々
な
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
と
は

　
み
つ
ば
ち
ラ
ジ
オ
は
、
昨
年
12
月
３

日
に
開
局
し
た
あ
ま
く
さ
シ
テ
ィ
エ
フ

エ
ム
の
愛
称
で
、
エ
フ
エ
ム
ラ
ジ
オ
の

88
・
８
M
h
z
の
ほ
か
、
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
で
も
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
同
ラ
ジ
オ
の
番
組
で
は
、
天
草
の
観

光
情
報
や
お
天
気
、
季
節
の
話
題
、
市

役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
地
域
に

密
着
し
た
情
報
が
市
内
全
域
に
放
送
さ

れ
る
ほ
か
、
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
は

臨
時
災
害
放
送
局
と
し
て
迅
速
に
情
報

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

区　　　分 改定前の報酬 改定後の報酬

固定資産評価
審査委員会委員 日額 　 6,000円 日額   10,000円

介護保険要介護
認定訪問調査員 月額 139,100円 月額 143,200円

幼稚園補助教員 月額 133,000円 月額 133,800円

保育士嘱託員 月額 133,000円 月額 133,800円

公務災害補償等
審査会委員 日額 　 6,000円 日額   10,000円



会派名 天政会 政友会 新風天草 市民クラブ 日本共産党 無会派

表決数 結果
議員名

田
池

　

之
裕

田
本

　

志
武
人
千
三
村
中
木
勝

　

生
幸
郎
一
幸
下
宮
戸
鶴

　

啓
継
　

臣
昭

山
平

　

司
泰

光
鎗

　

孝
秀

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠 郎
一
源
賀
古
江
松

　

輝
雅

中
田

　
　

茂

尾
中

　

二
友

洲
濱

　

心
大

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

島
脇

　

純
義

木
赤

　

男
武

山
若

　

介
敬

村
西

　

武
尚

議第94号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 〇 ○ 22：2 原案可決

総額578億3,097万円に

移動式期日前投票所を
　 市議・市長選より開設 !!

一般会計
補正予算

72万円

18万円

移動式期日前投票所の
　　　　　ネットワークを構築

補正予算第3号  6,025万円増額（専決処分)
補正予算第4号  19億8,667万円増額
補正予算第5号  4,477万円増額

妊婦用緊急通報システムを導入 !!

　
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
に
は
、
予
算
関
連
議
案
と

し
て
、
一
般
会
計
２
件
、
特
別
会
計
13
件
、
事
業
会
計

６
件
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容
、
本

会
議
や
予
算
決
算
委
員
会
で
の
質
疑
の
内
容
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
な
お
、
金
額
は
す
べ
て
千
円
単
位
で
四
捨
五
入
し
て

い
ま
す
。

　妊娠届時に聞き取りを行い、協力者や相談
者がいない妊婦が安心して出産できる体制を
構築するため、緊急時に消防署（救急）に直接
電話がつながる緊急通報システムの設置に対
して助成を行う。

Q 設置する地区住
民への周知方法は。
Ⓐ 設置する地区の
代表者の方々にも周
知やチラシ配布の協
力をお願いする。

質疑

　新たに移動式期日前投票
所を設置することに伴い、
遠隔地の自治公民館等で選
挙システムを使用するため
に、NTTの専用回線を利用し
たネットワークを構築する。

内容

内容内容

システム概要

115万円
　市内の宿泊施設（研修施設及び合宿所を除
く）に延べ25人以上の宿泊を伴う大会等の開
催に対して助成を行うものであるが、今回、
当初予算を超える大会開催等の申請が見込ま
れるため、補正予算を計上するもの。

　本事業は交流人口の増加を図るために有効
な助成であるので、宿泊施設等の関係機関や
合宿を行う団体等に対する周知や案内を積極
的に行ってほしい。また、宿泊者数と補助金
額の区分の見直し等、再検討してほしい。

要望

大会誘致等推進事業補助金を増額

平成29年度
一般会計

協力員

確
認
依
頼

安否確認

緊急連絡

様態確認

　・出動

賛否表 平成29年度天草市一般会計補正予算（第４号）

※起立採決を行ったものに限ります。（○は賛成、×は反対）　※脇島義純議員は議長職のため、表決には加わりません。

議第94号

平成29年第４回天草市議会（定例会）議案等
議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果
議第81号 専決処分事項の承認について（平成29年天草市一般会計補正予算（第 3号）） 付託省略 承認

議第82号 天草市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について（非常勤職員の育児休業期間の再
延長等に関し条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第83号 天草市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について（非常勤職員の報酬
を見直すため条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第84号 天草市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について（勤続年数の短い職員が退職後引き
続き失業している場合に保障する失業給付相当額の算出内容を変更するため条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第85号
天草市税特別措置条例の一部を改正する条例の制定について（半島振興法、離島振興法及び地域未来投資促進
法に基づく本市策定の各種計画により、新たな固定資産税の課税免除等の措置を実施し、地域経済の活性化等
を推進するため条例を改正するもの）

市民生活 原案可決

議第86号 天草市新和育苗施設条例を廃止する条例の制定について（花き農家育成等の目的を終えた当該施設を廃止する
ことから条例を廃止するもの） 建設経済 原案可決

議第87号 天草市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について（認知症患者等である公営住宅入居者の収入申告義務
を緩和することができるようになったため条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第 88 号 天草市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について（道路法施行令に規定する道路占有料の額に
ついては、３年程度ごとに改定を検討する必要があり、前回改正から 3年経過したため条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第 89 号 天草市が管理する市道に設ける道路標識の寸法を定める条例の一部を改正する条例の制定について（一部、案
内標識番号を変更するため条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第 90 号 あらたに生じた土地の確認について（牛深漁港区域内に道路用地及び漁港施設用地として公有水面埋立て工事
を行ったもの） 総務政策 原案可決

議第 91 号 字の区域の変更について（上記の土地を牛深町の字宮崎と字石神に編入するもの） 総務政策 原案可決
議第 92 号 指定管理者の指定について（天草本渡斎場の指定管理者を指定するもの） 市民生活 原案可決
議第 93 号 市道路線の認定について（市道６路線の認定を行うもの） 建設経済 原案可決

議第 94 号
～ 104 号

平成29年度天草市一般会計補正予算（第４号）
平成29年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
平成29年度天草市介護保険特別会計補正予算（第２号）
平成29年度天草市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
平成29年度天草市浄化槽市町村整備推進事業特別会計補正予算（第１号）
平成29年度天草市国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号）
平成29年度天草市歯科診療所特別会計補正予算（第１号）
平成29年度天草市斎場事業特別会計補正予算（第３号）
平成29年度天草市病院事業会計補正予算（第１号）
平成29年度天草市水道事業会計補正予算（第２号）
平成29年度天草市下水道事業会計補正予算（第３号）

予算決算 原案可決

議第 105 号 天草市議会議員に対する議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について（人事
院勧告等を参考に、期末手当について条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第 106 号 天草市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について（人事院勧告等を参考に、職員の給料表
及び各種手当等について条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第 107 号 天草市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について（人事院勧告等を参
考に、非常勤職員の報酬額の見直しを行うため条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第 108 号
～ 117 号

平成29年度天草市一般会計補正予算（第５号）
平成29年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成29年度天草市介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成29年度天草市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成29年度天草市浄化槽市町村整備推進事業特別会計補正予算（第２号）
平成29年度天草市国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第２号）
平成29年度天草市歯科診療所特別会計補正予算（第２号）
平成29年度天草市病院事業会計補正予算（第２号）
平成29年度天草市水道事業会計補正予算（第３号）
平成29年度天草市下水道事業会計補正予算（第４号）

予算決算 原案可決

議第 118 号
～ 120 号

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（貴田英広氏〔御所浦町〕、靏濱つづき氏〔栖本
町〕、松﨑髙氏〔天草町〕） 付託省略 同意

議員提出第３号 衆議院議員総選挙における中選挙区制の復活を求める意見書の提出について（より多くの民意を反映すること
ができる中選挙区制を復活させることを求める意見書を提出するもの） 付託省略 原案可決

議員提出第４号
道路事業予算の総額確保等に関する意見書の提出について（必要な道路事業予算を十分に確保するとともに、
早急に大型補正予算の編成を検討すること。また、交付金事業の補助率等が嵩上げされている措置について、
平成30年度以降も引き続き現行制度を継続するよう強く要望する意見書を提出するもの）

付託省略 原案可決

あまくさ市議会だより 7 あまくさ市議会だより 6

原案可決



詳細はホームページで動画配信しています。 天草市議会

あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

　
一
般
質
問
が
12
月
18
日
、
19
日
の

２
日
間
で
行
わ
れ
、
８
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

一般質問ってなに？

　一般質問をはじめとする本会議や常任委員会はどなたでも傍聴することができます。また、
直接議場へ来ることができない場合でも、本会議はケーブルテレビやホームページで中継を行
っています。
※市のホームページはパソコンのほか、スマートフォンやタブレットからも見ることができます。

熊本地震による庁舎分散の影響で、議会は五和町コミュニティセンターで行われています。
（３月定例会の会期日程案は13ページに掲載しています。）
天草市議会議場の場所：天草市五和町御領6692－1（五和町コミュニティセンター）

ケーブルテレビ、天草市議会のホームページをご覧く
ださい。ホームページは、天草市議会のホームページ
から、インターネット中継にお進みください。

議会を見に行こう

傍聴に
行くには

中継を
見るには

一
般
質
問

だれがするの？

議員が行います。

いつあるの？

年４回の市議会定例
会で行われます。

何を聞くの？

議案と関係なく市の行
政事務の状況や将来に
対する方針などを質問
することができます。

議 員 が 質 問 を 行 い、
これに対し市長など
執行部が回答します。
議 員 の 制 限 時 間 は、
執行部の回答を除き
30分となっています。

どのように行うの？
どこで見られるの？

天草市議会の議場で
傍聴することができ
るほかケーブルテレ
ビやホームページで
も中継を行っていま
す。また、ホームペー
ジからは過去の中継
映像や会議録も閲覧
することができます。

そこが
聞きたい！これを

問いたい！

天草市議会
■ホームページは

※次ページからの掲載原稿は、質問者本人が要約したものです。

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

﨑
浜
　

臣
昭

て
い
つ
に
成
育
業
産
場
地
①

て
い
つ
に
査
診
康
健
市
草
天
③

て
い
つ
に
首
の
琶
琵
町
貫
魚
④

２

崎
浜
　

昭
義

い
願
な
実
切
の
ら
か
民
市
②

　

を
げ
下
き
引
の
税
保
国

を
化
ド
ン
ラ
ブ
の
物
産
水
農
の
草
天
③

３

光
鎗
　

孝
秀

て
い
つ
に
設
建
園
物
動
も
ど
こ
②

て
い
つ
に
策
対
潮
高
に
び
並
化
命
寿
長
の
設
施
全
保
岸
海
③

４

人
千
三
村
中

て
い
つ
に
題
課
の
後
今
と
証
検
の
政
市
村
中
①

て
い
つ
に
方
り
あ
の
札
入
争
競
名
指
②

５

山
若
　

介
敬

て
い
つ
に
方
き
働
の
員
職
教
校
学
中
小
市
草
天
①

６

田
池
　

之
裕

て
い
つ
に
り
く
づ
域
地
い
強
力
①

て
い
つ
に
業
事
化
報
情
域
地
②

７

池
蓮
　

正
良

策
方
の
化
全
健
政
財
①

証
検
の
金
い
祝
的
公
②

方
り
あ
の
校
学
③

８

木
赤
　

男
武

②
30

て
い
つ
に
催
開
式
人
成
の
歳

て
け
向
に
減
削
ス
ロ
品
食
③

●
地
場
産
業
育
成（
養
豚
業
）に
つ
い
て

●
天
草
市
健
康
診
査
に
つ
い
て

【
地
場
産
業
育
成（
養
豚
業
）に
つ
い
て
】

■浜﨑  

養
豚
業
者
の
た
ゆ
ま
な
い
、
懸

命
の
御
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
。
た
だ

心
配
な
の
は
、﨑
津
集
落
の
世
界
遺
産

登
録
を
間
近
に
ひ
か
え
、
た
ま
た
ま
悪

臭
の
時
遭
遇
し
た
数
人
の
観
光
客
か
ら

ツ
イ
ッ
タ
ー
等
S
N
S
を
通
じ
て
ク
レ

ー
ム
を
つ
け
ら
れ
拡
散
す
る
こ
と
で
あ

る
。
取
り
越
し
苦
労
な
ら
よ
い
が
。

■経済部長  

８
月
議
会
で
も
調
査
し
、

今
回
再
度
﨑
津
観
光
案
内
所
を
含
む
五

カ
所
に
問
い
合
わ
せ
た
が
ク
レ
ー
ム
の

類
は
来
て
い
な
い
。

■浜﨑  

大
江
地
区
畜
産
環
境
対
策
連
絡

会
長
名
で
臭
気
抑
制
に
関
す
る
取
り
組

み
へ
の
助
成
要
望
書
が
市
に
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
要
望
ど
お
り
の
実
現
を
望

む
。■市長  

単
県
補
助
事
業
に
要
望
を
上
げ

て
い
る
が
、
万
一
採
択
さ
れ
な
い
時
で

も
市
単
独
予
算
で
支
援
す
る
。

【
天
草
市
健
康
診
査
に
つ
い
て
】

■浜﨑  

人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
年
齢
が
35

歳
か
ら
69
歳
ま
で
に
な
っ
て
い
る
が
、

対
象
年
齢
の
拡
大
と
定
員
増
の
お
考
え

は
な
い
か
。

■市長 

「
日
本
一
の
健
康
寿
命
都
市
」

を
目
指
す
た
め
、
成
人
を
対
象
と
し
た

各
種
健
診
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
る

が
、
平
成
30
年
度
よ
り
人
間
ド
ッ
ク
対

象
年
齢
を
10
歳
拡
大
し
30
歳
か
ら
74
歳

ま
で
と
し
、定
員
も
8
0
0
人
か
ら
１
，

０
０
０
人
に
拡
大
す
る
。

【
魚
貫
町
琵
琶
の
首
に
つ
い
て
】

■浜﨑  

白
地
で
あ
っ
た
こ
の
地（
１
３
，

５
２
６
㎡
）
は
平
成
22
年
9
月
議
会
に

お
い
て
市
の
土
地
と
し
て
認
可
。
23
年

6
月
議
会
・
一
般
質
問
に
お
い
て
避
難

所
と
し
て
の
要
望
、
24
年
12
月
議
会
・

一
般
質
問
で
は「
防
災
公
園
」の
要
望
。

そ
の
後
平
成
26
年
を
再
交
渉
の
第
１
回

目
と
し
て
数
度
要
望
し
て
い
る
が
、
何

の
進
展
も
な
い
。今
後
の
計
画
を
問
う
。

■総務部長  

平
成
26
年
5
月
に
建
設
部

及
び
牛
深
支
所
で
現
地
視
察
を
行
っ
た

折
、
当
該
地
は
地
盤
が
脆
弱
で
崩
壊
の

危
険
性
が
高
い
の
で
避
難
場
所
や
公
園

と
し
て
整
備
を
図
る
こ
と
は
適
当
で
な

い
と
判
断
し
た
。

■市長  

旧
県
道
沿
い
に
簡
易
な
駐
車
場

と
し
て
整
備
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

浜﨑 昭臣
議員

●
軽
救
急
車
の
導
入
を

●
高
く
て
払
え
な
い
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

●
農
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
　

【
地
理
的
条
件
に
あ
っ
た

軽
救
急
車
の
導
入
を
】

■浜崎  

天
草
市
は
中
山
間
地
が
多
く
存

在
す
る
地
域
で
、
海
岸
沿
い
の
道
路
を

除
け
ば
道
幅
が
狭
く
、
急
カ
ー
ブ
や
急

な
坂
道
も
多
い
。
狭
い
道
で
は
、
通
常

の
救
急
車
で
は
入
れ
な
い
。
搬
送
が
必

要
な
患
者
の
自
宅
や
事
故
現
場
ま
で
近

づ
け
ず
手
遅
れ
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
通
常
の
救
急
車
が
購
入
に
数
千
万

円
か
か
る
の
に
対
し
、
軽
救
急
車
は
半

額
以
下
で
済
む
。小
型
救
急
車
を
、市
民

が
公
平
に
救
急
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
体
制
作
り
の
た
め
に
導
入
す
べ
き
。

■市長  

必
要
な
機
材
を
積
ん
で
い
る
救

急
車
内
で
救
命
措
置
を
行
う
こ
と
が
最

良
。
現
段
階
で
は
導
入
を
考
え
て
い
な

い
。■浜崎  

昨
年
11
月
16
日
水
難
事
故
が
発

生
し
た
。
そ
の
場
に
救
急
救
命
具
が
配

置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
少
な
く
と
も
事
故

が
軽
減
で
き
た
。
住
民
は
も
と
よ
り
、

天
草
市
に
滞
在
す
る
人
た
ち
の
安
全
を

守
る
の
が
、
自
治
体
の
役
目
。
救
命
用

具
な
ど
を
で
き
う
る
限
り
、
配
置
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

■総務部長  

自
主
防
災
組
織
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
設
置
を
推
進
し
て
い
く
。

【
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
】

■浜崎  

来
年
度
か
ら
都
道
府
県
化
す
る

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は
、
現
在
と

比
べ
て
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
生
活
が
で
き
な
い
と
い
う

市
民
の
方
々
の
声
を
国
に
届
け
、
国
庫

負
担
の
増
額
と
追
加
財
政
措
置
を
求

め
、国
保
税
の
引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
。

■市民生活部長 
国
か
ら
３
，４
０
０
億

円
が
投
入
さ
れ
、
保
険
税
が
急
激
に
上

が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
財
政
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
。

【
天
草
の
農
水
産
物
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
】

■浜崎  

安
定
的
な
水
産
ブ
ラ
ン
ド
品
を

成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
加
工
食
品
へ

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
確
信
し

て
い
る
。
全
国
で
自
治
体
や
団
体
組
織

も
、
各
種
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

農
業
、
漁
業
の
収
入
金
額
を
増
や
す
た

め
の
対
策
と
し
て
、
古
く
か
ら
天
草
で

自
生
す
る
栄
養
豊
か
な
野
菜
等
を
利
用

し（
例
く
さ
ぎ
な
、
桑
の
葉
の
商
品
化
、

廃
棄
さ
れ
て
い
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
ウ
ニ
に

食
べ
さ
せ
、
中
身
が
６
倍
に
な
り
高
級

食
材
に
変
貌
）、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

る
た
め
の
取
り
組
み
を
天
草
市
と
し
て

も
推
進
す
べ
き
。
専
門
的
な
人
員
配
置

を
求
め
る
。
現
在
、
商
品
開
発
さ
れ
て

い
る
物
に
つ
い
て
も
流
通
、
フ
ォ
ロ
ー

体
制
が
必
要
。
天
草
市
と
し
て
援
助
を

行
う
べ
き
。■経済部長  

基
本
的
に
は
取
り
組
む
事

業
者
が
主
体
的
に
行
う
べ
き
も
の
。
補

助
事
業
が
あ
る
の
で
、
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

浜崎 義昭
議員
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■中村  

平
成
26
年
４
月
、
中
村
市
長
は

「
市
民
目
線
の
行
財
政
改
革
」、「
強
力

な
経
済
対
策
」、「
き
め
細
や
か
な
生
活

支
援
」
の
３
本
の
柱
を
掲
げ
ら
れ
、
天

草
市
の
将
来
像
を
示
し
て
当
選
さ
れ
、

中
村
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
就
任
早
々
、
本
庁
舎
建
設
事
業
や
汚

泥
再
生
処
理
施
設
事
業
の
見
直
し
、
起

業
創
業
・
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
立
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
や
構
想

を
次
々
に
発
表
さ
れ
実
践
し
て
こ
ら
れ

た
。

　
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
を
中
学
校
３
年
生
ま
で
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
も
そ
の
１
つ
で
あ
る
。ま
た
、

２
年
目
に
は
支
所
機
能
の
充
実
強
化
や

交
通
不
便
地
域
の
実
証
実
験
な
ど
に
取

り
組
ま
れ
、
３
年
目
に
は
過
去
２
年
間

の
成
果
を
自
ら
検
証
し
、
市
民
へ
公
表

さ
れ
る
な
ど
意
欲
的
か
つ
開
か
れ
た
市

政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
ど
う
と

ら
え
て
お
ら
れ
る
か
。

■市長  
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
３

本
柱
を
重
要
施
策
と
し
て
、
社
会
情
勢

へ
の
対
応
と
施
策
の
検
証
を
行
い
な
が

ら
、市
政
発
展
の
た
め
、様
々
な
取
り
組

み
を
実
践
し
て
き
た
。
市
民
の
皆
様
方

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
な
ら
ば
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
長
年
の
政
治
経
験

を
生
か
し
、
引
き
続
き
市
政
の
か
じ
取

り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
、市
長
選
へ
の
立
候
補
を
決
意
し
た
。

■中村  

指
名
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

本
渡
地
域
と
郡
部
の
地
域
で
は
一
方
通

行
的
な
指
名
で
あ
る
た
め
、
来
年
度
か

ら
天
草
独
自
の
指
名
方
法
も
検
討
で
き

な
い
か
。■副市長  

入
札
参
加
機
会
の
均
衡
性
の

向
上
を
図
る
な
ど
、
公
平
性
、
競
争
性
、

地
域
性
に
十
分
配
慮
し
、
適
正
な
入
札

契
約
事
務
を
進
め
て
い
く
。

■中村  

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い

る
本
市
に
お
い
て
、
観
光
客
増
加
へ
の

取
り
組
み
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■市長  

観
光
拠
点
と
な
る
﨑
津
集
落
ガ

イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
の
増
員
や
ガ

イ
ド
の
育
成
、
施
設
の
整
備
な
ど
、
お

も
て
な
し
の
向
上
に
取
り
組
む
。ま
た
、

バ
ス
や
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
等
の
交
通
機

関
と
も
連
携
し
集
客
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
旅
行
形
態
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
の

情
報
の
発
信
も
行
っ
て
い
く
。

中村 三千人
議員

【
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

維
持
・
再
編
に
つ
い
て
】

■鎗光  
高
齢
者
に
と
っ
て
も
使
い
や
す

い
公
共
交
通
網
の
形
成
は
。

■地域振興部長 
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
バ
ス
等
を
導
入
し
、
様
々
な
交
通

手
段
を
組
み
合
わ
せ
た
効
率
的
・
効
果

的
な
公
共
交
通
網
形
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。■鎗光  

１
カ
月
３
，０
０
０
円
程
度
の

バ
ス
乗
り
放
題
と
な
る
乗
車
券
販
売

は
。■地域振興部長 

現
在
、
バ
ス
事
業
者

で
の
販
売
は
な
い
。
バ
ス
事
業
者
と
連

携
し
、
利
用
し
や
す
い
運
賃
制
度
を
検

討
す
る
。

■鎗光  

バ
ス
停
の
屋
根
や
ベ
ン
チ
の
改

修
・
設
置
は
。■地域振興部長乗継バス停を優先的に、環境改善を進める予定である。

■鎗光  

路
線
バ
ス
補
助
金
は
。

■地域振興部長 

平
成
28
年
度
は
約
3

億
２
，０
０
０
万
円
。
補
助
金
削
減
の

た
め
に
、
バ
ス
路
線
の
運
行
水
準
の
見

直
し
、
減
便
・
廃
止
等
の
効
率
化
及
び

バ
ス
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■鎗光  

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
は

非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。効
率
的
、

効
果
的
な
公
共
交
通
網
の
形
成
を
お
願

い
す
る
。

【
こ
ど
も
動
物
園
建
設
に
つ
い
て
】

■鎗光  
子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
や
観

光
周
遊
ル
ー
ト
づ
く
り
に
も
必
要
と
思

う
が
。■市長  

天
草
の
豊
か
な
資
源
を
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
優
先
す
る
。
移
動
動
物

園
は
、
視
察
研
修
後
に
検
討
す
る
。

【
高
潮
対
策
に
つ
い
て
】

■鎗光  

地
球
温
暖
化
等
の
影
響
に
よ
り

海
水
面
が
上
昇
し
、
高
潮
に
よ
る
浸
水

が
み
ら
れ
る
。
海
岸
地
域
で
生
活
す
る

人
た
ち
の
人
命
、
財
産
を
高
潮
や
高
波

等
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
も
早
急
な

対
策
を
お
願
い
す
る
。

鎗光 秀孝
議員

【
力
強
い
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
】

■池田  

高
齢
者
人
口（
65
歳
以
上
）及
び

生
産
年
齢
人
口（
15
歳
〜
64
歳
）に
つ
い

て
、
平
成
32
年
度
か
ら
本
渡
地
区
以
外

は
全
て
高
齢
者
人
口
が
上
回
る
。
地
域

の
為
に
は
若
者
の
地
元
就
職
が
必
要
だ

が
地
元
就
職
が
進
ま
な
い
理
由
は
。
地

元
企
業
の
情
報
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
の
で
は
。
　

■経済部長  

高
校
生
の
半
数
以
上
は
天

草
に
住
み
た
い
希
望
が
あ
る
が
雇
用
の

受
け
皿
が
無
い
。
地
元
企
業
の
情
報
が

伝
わ
っ
て
い
な
い
の
も
要
因
。
対
策
と

し
て
企
業
合
同
説
明
会
な
ど
開
催
し
地

元
就
職
へ
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

■池田  

ア
マ
ビ
ズ
の
取
り
組
み
は
。

■市長  

こ
れ
ま
で
、
７
９
１
の
事
業
所

か
ら
４
，０
６
０
件
の
相
談
を
受
け
、

起
業
件
数
87
件
、
新
規
雇
用
２
５
８
人

と
目
標
を
上
回
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

出
張
相
談
を
定
期
的
に
行
い
た
い
。

■池田  

国
は「
地
域
未
来
投
資
促
進
法
」

な
ど
施
行
し
、
地
域
就
労
を
支
援
し
て

い
る
。
天
草
市
の
取
り
組
み
は
。

■経済部長  

天
草
を
牽
引
す
る
事
業
と

し
て
、
様
々
な
事
業
者
を
ア
マ
ビ
ズ
と

連
携
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

■池田  
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
で
財
源
確
保
と

地
域
の
自
立
を
目
標
と
し
て
お
ら
れ
る

が
、
高
齢
者
が
中
心
と
な
る
こ
れ
か
ら

の
地
域
は
財
源
確
保
よ
り
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
が
優
先
と
な
る
の
で
は
。

■地域振興部長 
来
年
度
見
直
し
を
予

定
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
及
び
地

域
振
興
計
画
に
お
い
て
何
が
必
要
か
検

討
し
て
い
く
。

【
地
域
情
報
化
事
業
に
つ
い
て
】

■池田  

天
草
市
が
整
備
し
た
光
ケ
ー
ブ

ル
回
線
網
は
、
格
差
是
正
事
業
の
一
環

と
し
て
認
可
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。
市

の
光
ケ
ー
ブ
ル
を
必
要
な
企
業
等
に
積

極
的
な
貸
し
出
し
が
で
き
な
い
か
。

■総合政策部長 

民
間
利
用
に
関
す
る

要
綱
を
改
正
し
、
貸
し
出
し
は
可
能
。

安
価
な
無
線
方
式
の
整
備
も
検
討
す

る
。

●「
力
強
い
地
域
づ
く
り
」

●「
地
域
情
報
化
事
業
」
に
つ
い
て

池田 裕之
議員

天
草
市
小
中
学
校
教
職
員
の

働
き
方
に
つ
い
て

■若山  

天
草
市
は
、
教
職
員
の
出
退
時

間
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
管
理
し
、
そ

の
書
類
を
保
管
し
て
い
る
の
か
。
今
後

の
取
り
組
み
事
項
は
あ
る
の
か
。

■教育部長  

市
で
は
、
教
職
員
が
在
校

時
間
把
握
表
を
記
録
し
、
集
計
処
理
し

て
い
る
。
各
学
校
に
お
い
て
５
年
間
保

存
し
て
い
る
。
今
年
度
中
に
市
内
全
て

の
小
中
学
校
に
タ
イ
ム
カ
ー
ド
等
の
管

理
機
器
を
導
入
す
る
。

■若山  

教
職
員
の
長
時
間
労
働
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。
市
教
委
は
、
ど
う
捉

え
、
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

■教育部長  

現
在
、
３
名
の
休
職
者
が

い
る
。
特
に
部
活
動
の
指
導
は
、
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
業
務
等
の
見

直
し
を
図
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
関
係

団
体
等
へ
の
理
解
を
求
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

■若山  

小
学
校
部
活
動
の
社
会
体
育
移

行
や
中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て
の
現
状

や
今
後
の
対
策
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

■教育部長  

小
学
校
は
、平
成
31
年
度
、

社
会
体
育
移
行
に
向
け
て
検
討
委
員
会

を
開
催
し
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
進

め
て
い
く
。
中
学
校
は
、
部
活
動
指
針

を
見
直
し
、
部
活
動
指
導
員
配
置
事
業

に
も
取
り
組
み
を
進
め
る
。

■若山  

教
職
員
49
人
以
下
の
学
校
を
取

り
ま
と
め
て
、
総
括
安
全
衛
生
委
員
会

を
設
置
で
き
な
い
か
。

■教育部長  

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

各
学
校
に
お
い
て
、
衛
生
推
進
者
を
定

め
て
適
切
な
労
働
環
境
を
確
保
し
た

い
。■若山  

学
校
校
納
金
に
給
食
費
が
あ
る

が
、
負
担
軽
減
の
た
め
無
償
化
で
き
な

い
か
。
で
き
な
け
れ
ば
対
策
と
し
て
の

案
が
あ
る
の
か
。

■教育部長  

食
材
の
経
費
は
保
護
者
負

担
な
の
で
、無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

学
校
徴
収
金
の
管
理
業
務
改
善
策
と
し

て
、
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
市
も
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

若山 敬介
議員

●
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持・再
編
に
つ
い
て

●
こ
ど
も
動
物
園
建
設
に
つ
い
て

●
高
潮
対
策
に
つ
い
て

●
中
村
市
政
の
検
証
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

●
指
名
入
札
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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詳細はホームページで動画配信しています。 天草市議会

【
都
市
計
画
税
の
課
税
中
止
を
】

■蓮池  
市
の
歳
入
の
中
で
、
と
り
わ
け

自
主
財
源
で
は
、
固
定
資
産
税
が
一
番

安
定
的
で
あ
る
。
本
渡
と
牛
深
の
一
部

に
は
、
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
、
両

地
域
の
市
民
の
協
力
の
も
と
、
貴
重
な

財
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
個

人
住
宅
の
着
工
地
域
は
、
都
市
計
画
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
地
域
以
外
に
広
が

っ
て
き
て
お
り
、
私
は
課
税
自
体
を
中

止
す
る
方
向
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
再
編

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
新
し
い
時
代
を
創
出
す
る
天
草
市

全
体
の
振
興
を
図
る
観
点
か
ら
検
証
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

■建設部長  

都
市
計
画
税
は
、
街
路
、

公
園
、
下
水
道
な
ど
の
都
市
計
画
事
業

に
要
す
る
費
用
に
充
て
、
残
額
を
公
債

費
に
充
当
し
て
い
る
。
多
方
面
か
ら
検

証
し
て
い
く
。

※
本
市
ま
ち
づ
く
り
の
都
市
基
盤
整
備

部
門
で
は
、「
暮
ら
し
や
す
い
機
能
的

な
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
方
向
と
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
昨
年
７
月

に
市
都
市
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

作
成
。

【
３
年
ご
と
の
評
価
替
え
の
影
響
】

■蓮池  

天
草
市
一
帯
の
状
況
の
特
徴

は
。
住
民
の
高
齢
化
が
一
方
で
進
行
し

て
お
り
、
財
産
の
継
承
が
ス
ム
ー
ズ
に

さ
れ
て
い
る
の
か
、
市
税
の
収
納
の
立

場
か
ら
は
、
ど
う
い
う
状
況
か
。
所
有

者
が
不
明
の
固
定
資
産
を
、
公
的
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
法
改
正
が
検
討

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
適
切
に
な
さ
れ

る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
成
年
後
見
制

度
等
の
周
知
活
用
も
支
援
し
な
が
ら
、

専
門
職
の
方
々
の
出
番
を
活
か
し
て
い

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
も
思
う
。
ど
の

よ
う
な
方
向
性
か
。

■市民生活部長  
土
地
の
下
落
は
近
年

も
続
い
て
お
り
、
平
成
30
年
の
評
価
替

え
に
お
い
て
も
、
４
１
２
カ
所
の
標
準

宅
地
の
約
４
分
の
３
で
下
落
が
見
込
ま

れ
る
。
家
屋
は
、
新
築
及
び
増
築
に
よ

り
決
算
額
は
増
加
傾
向
だ
が
、
評
価
替

え
の
年
度
は
減
収
見
込
み
。
財
産
の
継

承
に
つ
い
て
は
、
相
続
人
代
表
者
指
定

届
を
送
付
し
て
い
る
。

蓮池 良正
議員

一般質問
そこが

聞きたい！これを
問いたい！

市
民
財
産
保
全
へ
の
責
務

平
成
30
年
１
月
定
例
会

            

会
期
日
程（
案
）

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!

■赤木  

平
成
25
年
に
熊
本
市
・
水
俣
市

で「
水
銀
フ
リ
ー
宣
言
」が
行
わ
れ
、
29

年
8
月
に
水
俣
条
約
が
発
効
さ
れ
た
。

市
の
水
銀
フ
リ
ー
へ
の
取
り
組
み
と
水

銀
含
有
製
品
以
外
の
代
替
品
の
普
及
に

つ
い
て
伺
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■総務部長  

水
銀
含
有
製
品
に
つ
い
て

は
、
本
庁
や
支
所
等
の
拠
点
施
設
で
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
小
型
家
電
と

併
せ
て
回
収
し
て
い
る
。
本
庁
舎
に
お

い
て
は
、
平
成
31
年
2
月
末
完
成
予
定

の
新
庁
舎
で
は
水
銀
含
有
製
品
は
一
切

使
用
し
な
い
こ
と
と
し
、
ま
た
全
て
の

支
所
に
お
い
て
、
今
後
照
明
器
具
の
交

換
時
に
は
水
銀
含
有
製
品
以
外
の
代
替

品
に
替
え
て
い
き
た
い
。
小
中
学
校
も

年
次
計
画
で
順
次
実
施
す
る
。

■赤木  

街
路
灯
や
漁
港
に
は
水
銀
灯
が

多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
2
0
2
0

年
以
降
は
新
た
な
水
銀
灯
は
設
置
で
き

な
い
た
め
L
E
D
や
E
L
I
ラ
ン
プ
等

に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
水

銀
灯
と
比
較
し
て
も
L
E
D
や
E
L
I

ラ
ン
プ
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
大
き
な
相
違
が
あ
る

が
。■建設部長  

関
係
法
令
の
規
定
に
沿
っ

て
機
能
不
全
と
な
っ
た
器
具
は
順
次

L
E
D
等
、
適
合
す
る
照
明
に
切
り
替

え
る
。
L
E
D
等
は
水
銀
灯
に
比
べ
長

寿
命
・
省
電
力
で
あ
り
、
機
種
に
よ
っ

て
は
電
気
系
統
を
そ
の
ま
ま
使
え
る
た

め
、今
後
導
入
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

■教育部長  

15
校
の
小
中
学
校
の
体
育

館
で
は
水
銀
ラ
ン
プ
を
使
っ
て
お
り
、

今
後
大
規
模
改
修
等
の
際
に
は
効
果
的

な
代
替
品
の
整
備
を
進
め
た
い
。

■赤木  

地
元
出
身
者
が
30
歳
を
機
に
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め「
30
歳
成
人
式
」

を
開
催
し
、
全
国
で
波
及
し
て
い
る
。

市
の
取
り
組
む
考
え
は
。

■地域振興部長  

社
会
人
と
な
っ
た
若

者
が
地
元
に
集
ま
り
、
将
来
を
考
え
る

良
い
機
会
と
捉
え
て
い
る
。
自
主
的
な

推
進
委
員
会
等
が
組
織
さ
れ
協
力
依
頼

が
あ
っ
た
場
合
は
、
補
助
金
制
度
を
検

討
し
た
い
。

■赤木  

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
取
り
組
み

と
宴
会
の
乾
杯
後
の
30
分
と
終
了
前
の

10
分
は
自
席
で
食
べ
る
と
い
っ
た

「
30
・
10
運
動
」の
普
及
啓
発
を
伺
う
。

■地域振興部長  

飲
食
店
側
だ
け
で
な

く
消
費
者
も
問
題
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
30
・
10
運
動
は
関

係
部
署
と
連
携
し
飲
食
店
や
市
民
の
方

へ
の
普
及
啓
発
を
進
め
た
い
。

赤木 武男
議員

●
水
銀
フ
リ
ー（
不
使
用
）の
取
り
組
み
に
つ
い
て

●
30
歳
の
成
人
式（
三
十
路
式
）開
催
に
つ
い
て

●
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て（
30
・
10
運
動
）

　11月９日、天草市議会議員研修会を、議場
として使用している五和町コミュニティセン
ターで開催し、24人の議員が参加しました。
　今回は、元全国都道府県議会議長会議事調
査部長で、多数の議会関係の著書を執筆され
ている野村稔氏を講師として招き、「地方議
会の現状と課題」と題し講演が行われました。
　講演では、自身の議長会職員の経験を踏ま
えた実践的な話を交えながら、地方議会の歴
史や役割、議会運営などについての話があり、
参加した議員は熱心に耳を傾けていました。

　１月９日、熊本県市議会議長会が主催する
第25回熊本県市議会議員研修会がKKRホテル
熊本で開催され参加しました。
　今回は、フリーキャスターで事業創造大学
院大学客員教授の伊藤聡子氏を招き、「地域か
ら日本を変える」と題し講演が行われました。
　講演では、人・仕事・モノの東京一極集中
を地方に分散するために地方自治体が担う役
割、その方策や考え方などについて、具体的
な成功事例を交えながら話がありました。ま
た、これから先は、AI（人工知能）やIoT の活
用を避けては通れない時代になってくるので、
将来を見据えてしっかりと学び、取り組む必
要性を訴えられました。
　改めて、議員一人ひとりが市の中長期的な

議員力の向上を目指して！
地方議会の現状と課題を学ぶ

地域から日本を変える

期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

月
１

30

㊋
日

議
会
本

会
開

明
説
の
由
理
案
提

㊎
日
２
月
２

議
会
本

疑
質

㊊
日
５
月
２

休　
会

会
員
委
活
生
民
市

会
員
委
済
経
設
建

㊋
日
６
月
２

休　
会

会
員
委
策
政
務
総

会
員
委
生
厚
育
教

㊌
日
７
月
２

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
正
補
（

月
２

13

㊋
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
初
当
般
一
（

月
２

14

㊌
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
初
当
業
企・
別
特
（

月
２

19

㊊
日

議
会
本

問
質
般
一

月
２

20

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

月
２

21

㊌
日

議
会
本

問
質
般
一

月
２

23

㊎
日

議
会
本

・
告
報
長
員
委

会
閉・
決
採・
論
討

ビジョンを明確に持ち、議会の場で議論を徹
底していかなければいけないと気持ちを新た
にすることができ、貴重な研修となりました。

※IoT…Internet of Thingsの略で、モノとモノをインターネットでつなぐこと。
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政務活動報告

 視察報告
　まず、佐渡市議会議長より歓迎のあいさつがあり、そ
の後、議会事務局職員より研修内容の資料の説明がなさ
れ、観光振興課課長から佐渡市の観光全般についての説
明を受けました。
　説明では、個人旅行への観光動態の変化や現地ならで
はの体験を期待する傾向にあることから、今後はニーズ
に合わせた着地型の旅行商品造成を積極的に推進すると
のことでした。
　また、地域内での消費誘発及び地元との交流等による
満足度向上、経済波及効果とリピーター率の向上を図る
ため、一次産業や地域との連携等による佐渡の本物の魅
力を伝え、地域で稼ぐことができる滞在交流型観光を目
指すということでした。
　なお、昨年は６隻のクルーズ船が入港し、島民
全体でおもてなしをしているとのことでした。
 視察を終えて　
　観光客が団体旅行から個人旅行へシフトしてい
ることから、本市においてもイルカウォッチング
等の地域資源を活用し、滞在型観光（周遊ルートプ
ラン）増加の取り組みが必要だと感じました。

 視察報告
　新上五島町議会事務局の浦口局長からご挨拶をいただ
き、江上町長から「世界文化遺産候補」についてお話を
お聞きしました。
　昨年５月に天草市との連携協定を締結し、天草・﨑津
と長崎・五島地域をつなぐ航路が稼働し、お互いに世界
文化遺産登録に向けて機運の醸成になお一層の拍車をか
け、観光物産、まちづくりなど末永い交流ができればと
おっしゃっておられました。
 視察を終えて　
 今回、観光客の中で女性が圧倒的に多かったのが印象
的で、町民の方々の「おもてなし」の気持ちが伝わりま
した。天草市も観光客にオール天草での「おもてなし」
をし、世界文化遺産登録にと考えさせられました。

平成29年9月25日～28日
平成29年11月22日～24日 政友会（浜﨑昭臣・平山泰司・鎗光秀孝・船辺修・柴田誠）

【新潟県佐渡市】平成29年9月25日～ 28日

観光振興について
【長崎県新上五島町】平成29年11月22日～ 24日

世界遺産候補の取り組みについて

 視察報告
　天草市では、小中学校の廃校後の校舎や空き教室が、
市外からの民間企業などに貸し出されているものの、地
域での活用がなされていない状況にある。
　山形県高畠町で2015年10月から始まった熱中小学校
は、起業家精神や里山文化・最新技術を学び、創造する
場となることを目指してNPO法人はじまりの学校が運
営。現在21～78歳の147名が生徒として入学し、約100
名の豪華教諭陣の授業を受けています。起業家に音楽家、
大学教授や料理家など、さまざまな分野のスペシャリス
トが素晴らしい授業を展開。熱中小学校のビジョンは①
起業家マインドの育成②里山文化の体験、都市部との交
流・移住促進③最新技術との出会いの場④地域貢献・地
域のコミュニティづくり。として地域住民と都市・新技
術との出会いふれあいの場として存在する。現在、全国
に８校の姉妹校が授業展開している。
 視察を終えて　
　地域住民と都市・
企業・新技術の出
会い交流の場とし
て市民の意識を変
える場が必要な事
案と感じた。

　近年、地域経済の事業環境変化に伴い、産業・雇用の
担い手は多様化しているなか、観光など地域の特性を生
かした成長性の高い新たな分野に挑戦する取り組みが登
場しつつあります。
＜新たな成長分野の例＞①成長ものづくり分野（医療機
器、航空機部品、新素材等）②農林水産、地域商社③第4
次産業革命（IoT、AI、ビッグデータ活用）④観光・スポ
ーツ・文化・まちづくり関連⑤環境・エネルギー分野⑥
ヘルスケア・教育サービス　等
　「地域未来投資」が全国津々浦々で活発になり、地域
経済における稼ぐ力の好循環が実現されるよう、政策資
源を集中投入されます。

　LO活とは、地方就職を考える若年層に向けて、地方
就職に役立つ情報を提供する厚生労働省のプロジェク
ト。全国46の自治体(道府県)・211の大学との連携により、
どこよりも詳しい地方就職に関する情報提供事業である。
 視察を終えて　
　地方での若者の取り組みを第三者目線での地域発展を
天草市でも期待したい。

平成29年11月13日～15日 天政会（池田裕之、本田武志、中村三千人、勝木幸生、宮下幸一郎、鶴戸継啓）、
脇島義純

【山形県・高畠町】
熱中小学校について

【東京都・経済産業省】
地域未来投資促進法について

【東京都・厚生労働省】
地方人材還流促進事業（LO活プロジェクト）について

 視察報告
　三重県紀北町と御浜町の両商工会
が飛び地合併して誕生した「みえ熊
野古道商工会」で視察研修を行った。
紀北町は、小さな本渡の街並みと牛
深の漁村と加工場が合わさったよう
な町で、水産加工業が地場産業とし
て盛んとのことであった。
　しかし、少子高齢化により求人を出しても応募がなく、
若手の労働力不足に苦慮しており、作業の効率化や生産
システムの改善が図れず、市場の変化や消費者ニーズの
対応ができない現状が続いていたとのことであった。
　このことから、平成13年に水産加工業者３事業所よ
り外国人研修生受け入れ制度の導入要望があり、翌14
年より商工会が第１次受け入れ機関となり、先の３事業
所が第２次受け入れ機関となって中国より９名の研修生
を受け入れた。以降、現在まで16期306名の受け入れを
実施されており、受け入れ先の経営者からは、現在では彼
ら抜きでは会社の運営は成り立たないとの話もあった。
　平成22年７月からは、出入国管理法改正により職業
紹介事業の許可、または届出が必要となったことから、
実習実施事業所の監査を３カ月に１回実施し、結果を地
方入国管理局に報告しておられた。この中で、研修生の
生活面、健康状態について、言葉の壁や事業所内のコミュ
ニケ－ションに重点を置いた指導等を実施し、社内の雰

平成29年９月27日～29日 市民クラブ（大塚基生、益田政昭、下田昇一郎）

【三重県紀北町】
外国人研修制度について

囲気向上、地域の雰囲気に溶け込むための環境整備にお
いて成果を上げられていた。
　平成29年11月１日から、管理監督体制の強化や技能
実習生の保護等を目的とした新たな技能実習制度とな
り、管理団体は許可制、実習実施者は届け出制となると
のことであった。
　また、新たな外国人技能実習機構（認可法人）を創設し、
報告、検査等の業務を実施。実習生の保護体制を整備、
人権侵害行為に対する罰則等も整備し、優良管理団体に
は研修期間の延長、採用人員枠の拡張、対象職種を拡張
するとのことであった。
 視察を終えて　
　現在の天草の水産業も人員不足に苦慮しており、将来
の事業継続、拡大には必要不可欠な制度であると感じた。
また、商工会議所が第１次の管理団体になることで地域
の事業所へ研修生を紹介し、手続き代行や監査指導、地
域との融合を図ることができ、地方の１次産業の活性化
が推進できるのではないか。

 視察報告
　県内の上益城郡山都町で、再生可能エネルギーの利活
用が盛んに実践されていると知り、訪問しました。併せ
て、ジビエ解体処理施設が稼働して3か月であり、視察
しました。
①小規模水力発電
　旧清和村のエリアに立地する小規模水力発電は、水量
豊富な緑川の水資源を活用。出力190キロワットを発し、
全量を九州電力に売電（平均年間1,700万円）。消費電力
としては、地域の相当世帯分に当たります。砂防ダムを
活用している所が、地域資源活用の肝所か。
②ジビエ工房やまと
　有害鳥獣の駆除でも、山都町は先進です。ジビエ工房
やまとが、設立され始動しています。天草でもおなじみ
のイノシシだけでなく、山都町ではシカの被害が多く、
駆除の対象となっています。出来たての工房の活況を感
じます。有害鳥獣も地域資源として経済に乗せていくこ
とは、山村に限らず、過疎化が進む天草地域でも研究開
発できます。

平成30年1月5日 日本共産党（蓮池良正・浜崎義昭）

【熊本県山都町】
再生可能エネルギーの活用実践について

③公民館や街路灯の電源に活用
　旧矢部町地域では、再生可能エネルギーの賦存状況調
査を実施して、農業用水活用に特化して、公民館・電気
牧柵・集落内の街路灯、観光施設への活用が検討された。
２地区で実証に向けた検討が進んでいる。
　円形分水は、概ね7対3に、流量を調整する設備で、
県内から1,000人の中学生が見学に来訪している。水を
めぐる農民の争いが絶えず、歴史的文化として現在に受
け継がれている。
 視察を終えて　
　天草市でも、地域資源の活用を提起したい。地域資源
を活用して、地球温暖化防止に貢献することができます。
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天草が２年ぶりに
銀世界に

　１月10日から12日にかけて
天草市は大雪に見舞われ、平
地でも２年ぶりとなる積雪が
ありました。

主な内容
●小中学校等にエアコンを設置へ ……… Ｐ２～３
●補正予算 ………………………………… Ｐ６
●議員力の向上を目指して ……………… Ｐ13
●政務活動報告 …………………………… Ｐ14～15
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と
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ま
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。
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ま
す
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思
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ま
す
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